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孤
狭
死
防
ぐ
『あ
ん
し
ん
電
話
』
蹴

御宿 戦後初40%超

やき蛤の小口原屋
千葉市中央区栄町本店
8043-222-2463

地域による高齢者らの孤独死などを防ぐ取り組み

として、松戸市の幸谷、新松戸東の両町会は来年 2

月から、地元の診療所と連携して行う安否確認シス

テム「あんしん電話」を導入する。町会に加入して

いる世帯の65歳以上の高齢者を対象とし、登録すれ

ば無料で利用できる。国の支援制度を活用し、地域

で支え合う体制づくりを目指す。    011田 栄 )

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
協
力
す
　
ら
、
登
録
し
た
高
齢
者
宅

の

る
の
は
新
松
戸
診
療
所
で
、
　

電
話
に
音
声
が
自
動
発
信
す

診
療
所
に
設
置
さ
れ
る
パ
ソ
　
る
。
高
齢
者
は
音
声
案
内
を

コ
ン
と

連

動

す

る
装

置

か

聞
き
な
が
ら
、
プ

ッ
シ

ュ
ボ

「あんしん電話」の仕組み

電話のプッシュボタンで

異常なし→⑬ 番

ちょっと気掛かり→②番

医師に連絡を→③番

タ
ン
を
押
し
て
自
分
の
体
調

を
回
答
す
る
仕
組
み
。

異
常
な
し
な
ら

「
１
」
を

押
し
、
ち
ょ
っ
と
気
掛
か
り

は

「
２
」
、
す
ぐ
医
師
ら
に

連
絡
し
て
ほ
し
い
は

「
３
」
。

回
答
は
診
療
所
の
パ
ソ

コ
ン

に

表

示

さ
れ
、

「
２
」

と

「
３
」
の
場
合
は
診
活

所̈
側

か
ら
電
話
で
対
応
す
る
。
高

齢

者

か

ら
の
応

答

が

な

い

と
、
そ
の
日
か
翌
日
に
再
発

信
し
、
そ
れ
で
も
応
答
が
な

け
れ
ば
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
確

認
に
行
く
。

安
否
確
認
の
自
動
発
信
回

数
は
当
面
、
高
齢
者
が
希
望

す
る
曜
日
と
時
間
に
週

一
回

を
予
定
す
る
。

シ
ス
テ
ム
は
国
の

「地
域

支

え

合

い
体

制

づ

く

り

事

業
」

の
補

助

金

を

受

け

て

実
施
し
、
通
話
料
は
診
療
所

が
負
担
す
る
と
い
う
。
同
事

業
は
、
最
近
高
齢
者
の

一
人

暮

ら
し

や

高

齢

者

だ

け

の

世
帯
が
増
え
て
い
る
の
を
背

景
に
、
住
民
組
織
な
ど
が
取

り
組
む
モ
デ
ル
的
な
体
制
整

備

を

支

援

す

る

狙

い
が

あ

る
。同

市
で
は
こ
の
ほ
か
、
常

盤
平
団
地
で
自
治
会
な
ど
が

二
〇
〇
二
年
か
ら

「
孤
独
死

ゼ

ロ
作
戦
」
に
取
り
組
み
、

緊
急
通
報
体
制

「
孤
独
死

一

一
〇
番
」
▽
入
居
者
の
異
変

を
新
聞
販
売
店
に
連
絡
し
て

も
ら
う
協
定

の
締
結
―
な
ど

を
展
開
し
て
い
る
。　
　
　
．

総

務

省

に
よ

る

国

勢

調

査

（
二
〇

一
〇

年

十

月

一
日

時

点
）
に
よ
る
と
、
県
内
人

口
に

占
め
る
六
十

五
歳
以
上
の
割
合

（高
齢
化
率
）
は
、
県
全
体
で

２‐

，
２
％
と
五
年
前
の
前
回
よ

り
３

ｏ
７
科
上
昇
し
、
最
も
高

い
御
宿
町
で
は
４０

．
６
％
と
四

割

を

超

え

た

こ
と

が

分

か

っ

た
。ち

ば
ぎ
ん
総
合
研
究
所
が
国

勢
調
査
結
果
を
基
に
調
査

ｏ
分

析
し
た
も
の
で
、
高
齢
化
率
が

４０
％
を
超
え
た
市
町
村
は
県

・
内

で
戦
後
初
め
て
と
い
う
。
高
齢

化
率
は
Ю
％
台
の
市
町
村
が
十

市

（
前
回
比
十
六
減
）
に
減
る

一
方

で
、
２０
％
台
が

三
十
三
市

町
村

（
同
十

二
増
）
、
３０
％
台

が
十
市
町

（
同
四
増
）
ま
で
増

え
た
。

ま
た
、
長
南
町
で
は
人

口
が

減

少

す

る
中
、

六

十

五
歳

以

上
も
減

っ
て
お
り
、

「
県
内
で

戦
後
初
の
現
象
」

（井
上
立
雄

経

済

調

査

部

長
）

と

し

て
い

る
。ま

た
、
国
勢
調
査
結
果
に
基

づ
く
県
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い

る

一
般
世
帯
は
八
十
七
万
五
千

六
百
四
十
八
で
、　
一
般
世
帯
の

約
３５
％
を
占
め
た
。
こ
の
う
ち

六
十
五
歳
以
上
の
夫
婦
だ
け
の

世

帯

は

二
十

万

六

千

三
十

二

（
２３

ｏ
５
％
）
、
六
十
五
歳
以

上
の
独
り
暮
ら
し
世
帯
は
十
九

万

一
千

三
百
九
十

二

（
２‐

。
８

％
）
と
な

っ
て
い
る
。

（堀
場
達
）

松戸の2町会導入ヘ

安否確認 診療所と

音声自動発信電話装置
から安否確認を自動発信


